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要約
本事業の活動内容を多くの国民に知って貰うために、本事業運営のホームページ、新聞紙上、広報誌であるニュースレターを用いて情報発信を定期的に行ってきた。本事業期間中に、ホームページでは８０件、新聞には１２件の記事を掲載した。また、事業の活動内容を記載した広報誌ニュースレターを年１回発行し、四国の医療関係者、薬剤師、教育関係者、高等学校を中心に年6200～6800部を配布してきた。また、全国全ての薬科大学、薬学部にも配布した。結果、本取組は広く知られるようになり、地元のステークホルダーとの意思疎通が円滑にはかれるようになり、事業方針にステークホルダーの意見、要望を取り入れる事が容易にできるようになった。本事業終了後も各大学のホームページを通じて、３大学４薬学部の教育改革情報を提供する予定である。
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１．目的
本事業の活動内容を広く国民に知って貰うために、事業のＨＰ、広報誌のニュースレター、新聞等を通じて活動内容の情報発信を行う。

２．活動内容
本事業の活動内容を多くの国民に知って貰うために、本事業運営のホームページ、新聞紙上、広報誌であるニュースレターを通じて情報発信を定期的に行ってきた。

事業運営のホームページを通じての情報発信は、平成２４年度は１６件、平成２５年度は２４件、平成２６年度は１４件、平成２７年度は１６件、平成２８年度は１０件であり、事業期間中に８０件の情報発信を行った（資料１）。

新聞紙上を通じての情報発信は、平成２４年度は１件、平成２５年度は３件、平成２６年度は３件、平成２７年度は４件、平成２８年度は１件であり、事業期間中に１２件の情報発信を行った（資料２）。

広報誌ニュースレターを通じての情報発信は主に広報誌を関係先に郵送配布する事により行った。配布先は四国４県の薬剤師会会員、四国４県の病院薬剤師会会員、四国４県の大学病院、四国４県の教育委員会、四国４県の県の薬務課、四国４県の高等学校、全国の薬科大学、全国の薬学部、大学間連携共同教育推進事業、近畿の高等学校である。また、四国内で開催された、医療関係の講演会、薬剤師会主催の会議、高等学校の理科部会等でも会場内配布を行った。更に、徳島大学、松山大学の東京都心部に設置しているサテライトオフィスにもニュースレターを置き、事業広報を行った。
ニュースレターの配布数は、平成２４年度は6500部、平成２５年度は6729部、平成２６年度は6800部、平成２７年度は6800部、平成２８年度は6200部である。ニュースレターには高校生が大学進学時に参考になる記事を載せているので、高大連携関係で高校を訪問時にはニュースレターを持参し、希望する人数分を配布した（資料３）。

３．成果
情報発信、特に広報誌であるニュースレターの配布は本事業を知って貰うための手段として大きな力を発揮した。
ニュースレターには、事業の趣旨、目的、該当年度の事業計画、ステークホルダーの挨拶、前年度の事業実績一覧、事業評価委員会報告、ステークホルダーからの事業に対する提言、海外薬学教育視察報告、地域社会との連携事業報告、学生の研修報告、高校生向けの薬学部紹介記事等が掲載されている。このニュースレターを基に、ステークホルダーの方と話す事により、意思疎通が円滑になり、事業方針にステークホルダーの意見、要望を取り入れる事が容易にできるようになった。また、高校生が大学進学時や大学卒業後の進路に関する記事も載せているので、高校の教員や高校生にも参考になっているとの意見も寄せられている。

４．今後の予定
本事業終了後は、各大学のホームページを通じて、４薬学部が行っている薬学教育改革の情報を発信させる予定である。
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